




























発表者 小林 傅司 理事・副学長（教育担当） 
 



























































































































































































 時間がそろそろまいりましたが、今日はあえて FD と直結はしていないような話も含め
てお話しさせていただきました。東島前理事からの引き継ぎのときに、東島前理事に「先
生、一番苦労されたことはどういうことでしたか」と聞くと、「部局長以外の先生方とお話
をする機会というか、チャンネルがなかなか作れないことが大変だった」という言い方を
されていました。そこで、今日は非常に限られた機会だとは思いますが、FD 研修にいら
っしゃっている先生方は、こういう問題に対してわざわざ来てくださるわけですから関心
も高かろう、是非こういう問題提起をしてみたいということで、やや大きめのお話をさせ
ていただいた次第です。どうもご清聴ありがとうございました。これからの研修が有意義
なものとなるようにしたいと思っております。よろしくお願いいたします（拍手）。 
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教育改革の現状と今後
平成27年度大阪大学ファカルティ･
ディベロップメントフォーラム
教育担当副学長
小林傳司
スーパーグローバル大学構想から
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ちの
国際性
異なる⽂化とのコミュニケーション⼒
デザイン⼒
⾃由な想像⼒、横断的な構想⼒
大阪大学の教育目標
教養
市⺠の信頼を得られる
社会的教養・判断⼒
知の協奏と共創
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高大接続
高等学校教育、大学教育、
大学入学者選抜の一体的改革
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高大接続に関する中教審答申
⾼等学校と⼤学の教育を通して育てたい学⼒
知識・技能
• 知識・技能を活⽤して、⾃ら課題を発⾒し、その解決
に向けて探究し、成果等を表現するために必要な思考
⼒・判断⼒・表現⼒等の能⼒
思考力・判断力・表現力
• 主体性をもって多様な⼈々と協働する態度
主体性・多様性・協働性
確かな学力：学力の三要素
SEEDSプログラム
～傑出した科学技術人材発見と早期育成～
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大阪大学 SEEDS プログラム
ー「科学って何？」「研究って何？」を知れる ー
物質系、⽣命系、数物系、
応⽤技術系各コースの講義の受講
上記各コースの研究や体験に参加
（例：遺伝⼦操作体験、施設⾒学）
留学⽣との交流や異⽂化交流を体験
ファーストステップ
体感プログラム
セカンドステップ
実感プログラム
物質系、⽣命系、数物系、
応⽤技術系各コースの専⾨基礎
科⽬等の受講
⼤学の研究室での⾃主研究、
研究⽣活体験
海外派遣及び⽂化体験
科学技術
科学研究
国際交流
科学技術
科学研究
国際交流
詳しくは http://seeds.celas.osaka-u.ac.jp/
阪大の教育の現状
• SGUへの対応
• 高大接続の強化
– 入試改革（一般、推薦、AOの区別の消滅）
• 阪大の教育の特色の堅持と発展
– 教育のモットー（教養、国際性、デザイン力）
– 高度教養教育
– 汎用力（researchers development framework)
• 大学院教育の改革
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知識や技能
個人の有効感
資質、自己管理、規律
他者との協働
社会との対話
研究を取り巻く政策や
マネジメント
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